
Zenken：茨城県『介護職種技能実習生等
国家試験対策支援事業』を受託

25.04.07

本研修事業は、茨城県内の介護人材不足の解消と定着を目的とした県の事
業で、特定技能1号や技能実習などで受け入れた外国人介護人材を支援し
ます。これらの人材には最長5年という在留期間が定められていますが、介

護福祉士国家試験に合格することで「介護」の在留資格を取得でき、永続的
に日本の介護現場で働き続けることが可能になります。

今回、Zenkenは茨城県内の外国人介護人材を対象に、日本語の習得ならび

に介護知識の定着を強化するための通年型の研修を実施します。研修の主
な目標は、介護福祉士国家試験の合格を達成することです。具体的には、介
護福祉士国家試験の出題範囲である4領域12科目をカバーし、受講生一人

ひとりにサポーターをつけ、個別に弱点を把握し、克服をサポートするきめ細
かい研修を提供します。この体制により、受講者が試験に合格するための支
援を行います。

出典：https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000561.000006978.html



茨城新聞：24年の熱中症労災県内44人
—実習生死亡事案も

25.05.03

茨城県内の24年熱中症労災が報じ
られました。被災者は44人で実習

生の死亡事案も含まれます。高温
下での作業リスクが再確認されま
した。予防策の徹底と教育の強化
が求められます。

水分・塩分補給や休憩の確保が重
要です。新入者や外国人への多言
語指導が必要です。現場の監督体
制と記録の整備が課題です。企業
と行政の連携で再発防止を図りま
す。

季節前の準備と訓練が効果的と示
されました。

出典：https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=17461937601373



茨城県：特定技能インド人材等受入促進
事業動画制作の公募を告知

25.05.07

出典：https://www.pref.ibaraki.jp/soshiki/hokenfukushi/fukujin/jinzaikakuho/20240507.html

茨城県では、令和7年度特定技能インド人材等受入促進事業 動画制作業務
委託について、下記のとおり公募型プロポーザルを実施します。

なお、詳細は、令和7年度特定技能インド人材等受入促進事業 動画制作業
務委託に係る公募型プロポーザル実施要領（別添PDFファイル）を参照願いま
す。



茨城新聞：不法就労増に危機感—
摘発が全国最多、監理団体が対策を議論

25.06.09

出典：https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=17489473359558

技能実習生を農家などに斡旋する茨城県内の監理団体が、不法就労者の増加に
危機感を募らせている。出入国在留管理庁のまとめによると、2024年に県内で摘
発された不法就労者は3452人に上り、3年連続で全国最多。不法就労防止を巡っ

ては、外国人材のさらなる活用を目指す県も対策に乗り出しており、今後は官民連
携による対策が期待される。

監理団体は技能実習生受け入れを検討する事業者の依頼に基づき、実習生の募
集や受け入れに関する各種手続きを代行したり、受け入れ先に対する指導や監査
などを行ったりする組織。外国人技能実習機構によると、県内では計156団体が登
録されている(3月25日現在)。

出入国在留管理庁によると、24年に全国で摘発された不法就労者は1万4453人で、
増加率は新型コロナウイルス禍前の19年に比べ12%増だった。県内は同62%増で、
就労先は農業が全体の75%を占めた。24年の摘発のうち、国別で最も多かったの
はタイの1487人で、ベトナム799人、インドネシア576人と続いた。



茨城大学GEC：留学生向け『和菓子作り体験』を実施
25.06.20

出典：https://cge.lae.ibaraki.ac.jp/news/2025/0620.html

2025年6月10日（火）、留学生を対象とした「和菓子作り体験」を実施しました。今
回は、水戸市内で「nico nico time和菓子教室」を主宰されている内山麻里先生を

講師にお迎えし、日本の伝統的な菓子文化について学びながら、実際に和菓子
作りを体験しました。

体験では、春から初夏にかけて咲く花「紫陽花（あじさい）」と「四葩（よひら）」をモ
チーフにした練り切りを制作しました。繊細な色使いや細やかな成形に苦戦しなが
らも、参加した留学生たちは真剣な表情で取り組み、完成した和菓子を見て喜び
の笑顔を見せていました。

体験後は振り返りの一環としてポスターを作成し、参加した学生からは「初めて練
り切りを作って、日本の季節感や伝統の美しさを実感しました」や「落とし文という
文化も面白く、和菓子を通じて日本をもっと知ることができました」といった声が聞
かれました。



茨城新聞：育成就労制度を解説—
県受入団体協議会が水戸で総会

25.06.20

技能実習生の監理団体でつくる茨城県外国人受入団体協議会(塙長一郎
会長)は19日、同県水戸市緑町の県青少年会館で初の総会を開いた。

不正防止と透明性確保の必要性が強調されました。現場の課題に即し
た支援策が議論されました。関係機関連携による継続的な取組を確認
しました。

定着につながるフォロー体制の整備が課題です。地域理解の促進に向
けた発信も求められました。実務者に役立つ最新情報の共有が行われ
ました。

出典：https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=17503390570209



八千代町人権尊重で条例 県内で初
技能実習生増

2025.12.13

八千代町は１２日、社会的弱者とされ
る人に対する、あらゆる差別を防ぐた
めの「人権尊重のまちづくり条例」を
公布、施行した。町内で暮らす外国人
や高齢者、障害者らの人権擁護を求め
る内容。地方自治研究機構（東京都）
によると、近年、こうした条例を制定
する動きが広がっており、県内では初
という。 町によると、条例は世界人
権宣言の理念や、基本的人権の享有と
法の下の平等を定めた日本国憲法の理
念を取り入れた。新たな課題の一つと
してインターネットによる人権侵害を
挙げた上で、「お互いの人権を尊重し
、多様性を認め合う社会の実現を目指
す」と掲げた。罰則はない。

出典：https://www.yomiuri.co.jp/local/ibaraki/news/20251213-GYTNT00012/



茨城県古河市で「異文化理解の始め方をテ
ーマ」にした市民向け学習会を開催

2025.12.10
古河市にて「地域の多様性理解のための学習
会」が開催されました。この学習会は、古河
市が策定した「多文化共生推進方針」に基づ
き、市民の多文化共生への理解促進を目的と
した取り組みです。JICA筑波は、市との連携
覚書に基づき講師を派遣し、異文化理解をテ
ーマにした講演とワークショップを実施しま
した。今回の学習会では、JICA筑波から国
際協力推進員の大貫国際協力推進員が講師
を務め、「古河でくらす外国人から世界を
知る～異文化理解の始め方～」をテーマに
、講演とワークショップを実施しました。
ワークショップでは、ネパール出身の女性
「レヌカさん」の生活を題材に、日本とネ
パールの文化や価値観の違いを考えるカー
ドゲームを実施。参加者はグループに分か
れ、異文化に対する自分の思考の癖に気づ
く体験をしました。

出典：https://www.jica.go.jp/domestic/tsukuba/information/topics/2025/1576226_67150.html



茨城県より「令和7年度外国人介護人材
受入環境整備事業業務委託」を受託

2025.11.12Zenken株式会社（本社：東京都新宿区、
代表取締役社長：林 順之亮、以下「
Zenken」）は、茨城県より「令和7年度外
国人介護人材受入環境整備事業業務委託」
を受託いたしました。本事業では、外国人
向け介護教育で豊富な実績を持つ日本福祉
教育専門学校（日本介護研修センター）と
連携し、外国人介護職員と受入施設の日本
人職員を対象とした基本無料の実践型研修
を提供します。Zenkenが茨城県より受託
した業務としては、現在実施中の「令和7
年度介護職種技能実習生等国家試験対策支
援事業」に続き、本年度2例目となります
。

出典：https://www.zenken.co.jp/news/6681



ダイセー倉庫／2022年から外国人クルーの
定期採用を開始、定着率91.3％

2025.12.15
ダイセー倉庫は12月15日、2022年から

外国人クルー（社員・仲間）の定期採
用を開始し、これまでに技能実習生を
中心に計23名を採用、定着率は91.3％
と高い水準を維持していると発表した

取組は、外国人クルーの増加に伴い、
2025年7月には専任のグローバル人事

担当者（牧野さん）を配置し、採用・
育成・生活サポートを一本化した。着
任後すぐに入社初期に3週間の集合教育

を導入。安全教育・日本語コミュニケ
ーション・基本動作を体系的に学ぶ仕
組みを構築し、現場配属後の早期戦力
化に寄与している。

出典：https://www.lnews.jp/2025/12/r1215301.html



茨城県の介護施設でインド人介護人材
との交流会を開催

2025.07.17
Zenken株式会社（本社：東京都港区、
代表取締役社長：林 順之亮、以下
Zenken）は、茨城県の協力のもと、
2025年8月6日に県内介護施設「社会福
祉法人五霞愛隣会 きららの杜」で、イ
ンド人介護人材との交流会を開催

本イベントは、インド人材への理解を
深めるとともに、介護現場における外
国人介護人材の受け入れ体制の拡充を
後押しすることを目的としています。
インド人介護人材との交流を通じて、
その人柄や価値観への理解を促し、イ
ンド人材の受け入れ拡大につなげるこ
とを目指します

出典：https://www.zenken.co.jp/news/6400



中小企業組合まつりin茨城「体験！実感！
いばらきお仕事フェア2025」

2025.12.14

県内の中小企業は、県全体の企業数の99.9％
を占め、中小企業が雇用する従業員数は、全
体の７割を占めるなど、県内 経済の雇用の基
盤を支えています。

しかしながら、中小企業を取り巻く経営環
境は、少子高齢化を背景とする深刻な労働力
不足や急激な物価上昇分を十分 に価格転嫁で

きていないことに伴う利益の確保難など厳し
い状況下にあります。課題を解決するために
は、中小企業個々の経営努力では限界があり
、企業と企業が連携し、組合等の連携組 織を

活用していくことが重要であるとともに、組
合等の活動を広く周知していくことが必要で
す。さらに、未組織の中小 企業に対して連携
組織の重要性の理解を深めることも必要

出典：https://www.ibarakiken.or.jp/



書いて 舞って つながって
在留外国人が多い常総でワールドフェス

2025.11.05

「住民の10人に1人が外国人」と

いう茨城県内最大の「エスニック
タウン」常総市で1日、「JOSOワ
ールドフェスタ2025」が開かれた

。官民でつくる実行委員会の主催
で、多文化共生の推進を掲げる市
も共催で後押しする恒例イベント
だ。参加者は「同じ市民として相
互理解を深めたい」と、国籍の壁
を越え、母国を紹介しあいながら
交流を深めた。

出典：https://www.asahi.com/articles/ASTC44G3YTC4UJHB001M.html

http://www.asahi.com/area/ibaraki/
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%B8%B8%E7%B7%8F%E5%B8%82.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%A4%9A%E6%96%87%E5%8C%96%E5%85%B1%E7%94%9F.html


夏祭り♪
8月上旬、茨城県下妻市で行われたお祭りに

インド人実習生が参加しました。

2025.09.11
8月上旬、茨城県下妻市で行われたお
祭りにインド人実習生が参加しました
。
初めてのお祭り体験にとても喜んでい
て、「写真をたくさん撮ってほしい」
「現地にいる家族に見せたい」と話し
ていました日本の文化に触れられて嬉
しかったようで、来年も参加したいと
いう声も上がっていました。はっぴ姿
もとても似合っていました！来年は太
鼓も叩いてみましょうね♪

出典：https://c-
fuji.or.jp/topics/%E5%A4%8F%E7%A5%AD%E3%82%8A%E
2%99%AA%E2%9C%A8%F0%9F%8C%9E/



農業の不法就労ワースト1・茨城県
好立地、野菜王国ゆえの悩み

2025.11.26

入管庁によると、昨年1年間に入管法

違反で退去強制または出国命令手続き
となった外国人のうち、不法就労は1
万4453人いた。このうち農業従事者は
5497人で、職種の中で最多。さらに、
そのほぼ半数にあたる2596人の就労場

所が茨城県だったのだ。他の業種を含
めた県内の不法就労者の総数3452人は
、3年連続で全国最多。その4分の3を
農業従事者が占め、全体を押し上げる
格好となっている。

出典：https://mainichi.jp/articles/20251121/k00/00m/040/139000c



中国人技能実習生が転落死、屋根上で
配管撤去の作業中

2025.08.27

27日午前8時10分ごろ、茨城県つく

ば市片田の工場で、中国籍の技能実
習生程議さん（28）＝埼玉県吉川市

中井＝が屋根上で配管撤去の作業中
、天窓が割れて高さ約9メートルか

ら地面に転落した。つくば署による
と、頭を強く打つなどし、搬送先で
死亡が確認された。署は詳しい状況
を調べている。

出典：https://www.sankei.com/article/20250827-KT7VGHM7QZJTTJUPIPMSGHCKLY/



結城技能実習生殺害 懲役12年 正当
防衛主張退ける 水戸地裁判決 茨城

2025.12.06

茨城県結城市東茂呂の住宅で昨年
12月、同居するベトナム国籍の

男性を包丁で刺して殺害したとし
て、殺人の罪に問われた同国籍の
技能実習生、グエン・チー・タイ
ン被告(25)の裁判員裁判判決公判
が5日、水戸地裁で開かれ、水戸

地方裁判所は「生命に対する危険
性の高い、執ようかつ、悪質な犯
行だ」などとして懲役１２年の判
決を言い渡しました。

出典：https://ibarakinews.jp/news/newsdetail.php?f_jun=1764943077255900



野菜王国、外国人頼み（その1） 「
フホー」の影も 茨城・鉾田

2025.11.18

農業の担い手が不足する中、外国人の存
在感が増している。代表格は特定技能や
技能実習の在留資格を持つ人々だ。「外
国人がいなければ収穫量は半減する」。
国内屈指の農業県・茨城の農家からは、
そんな声も漏れてくる。現場を歩いた。
10月上旬、茨城県南東部に位置する鉾田

（ほこた）市。「ガチャン、ガチャン」
と規則的な機械音が農園の作業場に響き
渡る。若い女性6人が慣れた手つきで水菜

やホウレンソウを袋詰めし、段ボール箱
にまとめていく。

出典：https://mainichi.jp/articles/20251118/ddm/001/040/123000c



「送別会の夜、眠っていた2人が刺された」
茨城インドネシア人殺傷

2025.11.10

「あの夜は僕たち3人組の送別会が
開かれていた。僕以外の2人は眠っ
ていた時に刺された」―。茨城県茨
城町のアパートで先月19日未明に刃

物で刺されたインドネシア人の男性
1人が死亡、1人が瀕死の重傷を負っ

た事件で、難を免れた友人の同国籍
の男性が筆者の数回の取材に少しず
つ口を開き、事件前後の現場の状況
を証言した。

出典：https://news.yahoo.co.jp/expert/articles/a50cf1b940e5f73e3ec26d3fec2428ffebbe1ed4



「ホコタに行けば何とかなる」 野菜王国
を支える外国人労働者

2025.11.26 
農業の担い手が不足する中、外国人の存在感が
増している。代表格は特定技能や技能実習の在
留資格を持つ人々だ。「外国人がいなければ収
穫量は半減する」。国内屈指の農業県・茨城の
農家からは、そんな声も漏れてくる。一方、農
繁期はこうした正規ルートや日本人の労働力だ
けでは手が足りず、不法就労の外国人を使うケ
ースが後を絶たない。

ニッポンの食卓の未来は、誰が支えていくのか
。現場を歩いた。10月上旬、茨城県南東部に位
置する鉾田（ほこた）市。

「ガチャン、ガチャン」と規則的な機械音が農
園の作業場に響き渡る。若い女性6人が慣れた

手つきで水菜やほうれん草を袋詰めし、段ボー
ル箱にまとめていく。特定技能や技能実習の在
留資格を持ち、この農園で働くインドネシア人
たちだ。農園では現在30人近くの外国人を受け

入れているが、農繁期は手が足りず、地域の中
高年女性らの力も借りている。

出典：https://mainichi.jp/articles/20251121/k00/00m/040/125000c
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